
［成果情報名］諌早湾干拓初期営農における冬キャベツに適した堆肥の種類と施用量

［要約］干陸初期の諫早湾干拓土への牛ふん堆肥の連用は、施用初期から緑肥作物並び冬キャ

ベツの収量を増加し、土壌理化学性を向上させる。持続的に冬キャベツ栽培を行うための牛

ふん堆肥の適正施用量は年１回10aあたり２ｔである。
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［背景・ねらい］

新たに造成される諌早湾干拓は、粘土含量が高い強粘質土壌で、各種養分に富み、保肥力

が大きく肥沃であるが、保水性や耕うん性等の改善が必要である。一方、入植・増反者の営農計

画は露地野菜が予想され、その生産性の向上と高位安定のため、早急な土壌改良技術の確立

が必要である。

堆肥による土壌改良効果については、2002年度成果情報「諫早湾干拓初期営農における有

機物の土壌改良効果（研究）」として、県内で利用可能な牛ふん堆肥、バーク堆肥、好塩微生物

発酵堆肥（以下、好塩堆肥）の３資材の単年施用は、土壌理化学性を向上させ、牛ふん堆肥で

は緑肥作物が増収することを報告した。引き続き、これら３資材を連用し、緑肥作物並びに冬キャ

ベツの収量と土壌改良効果から、持続的な営農を行うための適正な施用量を検討する。

［成果の内容と特徴］

１．牛ふん堆肥、バーク堆肥、好塩堆肥を10aあたり２ｔまたは４ｔを年１回づつ３年間連用すると、

牛ふん堆肥は施用初期から緑肥作物並びに冬キャベツを増収させる（表１）。

２．CN比の高いバーク堆肥や好塩堆肥は施用回数が増えると作物収量は増加するが、施用回

数が少ない場合は、作物の初期生育が劣り、収量のバラツキや低下が起こる。特に４ｔ施用し

た場合に減収する（表１、2002年成果情報に記載済み）。

３．堆肥連用による塩害や生理障害の発生は認められない（達観）。また、ｐＨ、水溶性塩素イオ

ン、交換性ナトリウム等の減少により障害性が低減し、逆にＣＥＣ、全炭素、孔隙率等の増加

により土壌の理化学性が向上する（表２、３）。

４．堆肥の施用により、土壌中の可給態リン酸、交換性カリウムが増加する。特に、牛ふん堆肥、

好塩堆肥を４ｔ連用すると、可給態リン酸が蓄積する（表３）。

［成果の活用面・留意点］

１．初期干拓営農における露地野菜等主要作物への堆肥の適正施用量設定の基礎資料とす

る。

２．初期干拓土壌には堆肥の連用により、急速に土壌の理化学性の改善が進むため、定期的な

土壌診断を実施し、作付計画に応じた堆肥の種類や施用量を検討する。



［具体的データ］

表１ 供試した堆肥の化学成分例

堆肥連用による緑肥作物並びに冬キャベツの収量性図１

（耕種概要） 作付履歴：（初作）ソルガム－（２作目：前作）クリムソンクローバー

土壌改良材の施用：2001年6月、同10月※、2002年8月、2003年9月

※年１回の施用を原則としたが、01年6、7月に試験ほ場が３回冠水したため、01年10月に再度施用した

作付体系 1:セスバニア(田助) 2001/6/11播種、01/9/17（10/2）収穫、N-P-K：1-1.5-1kg/a、無施用区収量：115kg/a

2:裸麦(御島裸) 2001/11/13播種、02/5/21（5/24)収穫、N-P-K：1-1-1kg/a、無施用区収量：226kg/a

3:ソルガム(ｸﾞﾘｰﾝｿﾙｺﾞｰ)2002/6/7播種、02/8/5収穫、N-P-K：1.5-1-0kg/a、無施用区収量：73kg/a（１回刈）

4:冬キャベツ(金系201) 2002/9/25定植、03/1/14収穫、N-P-K：3-1.8-1.25kg/a、無施用区収量：459kg/a

5:ソルガム(ｸﾞﾘｰﾝｿﾙｺﾞｰ)2003/4/17播種、03/8/19収穫、N-P-K：1.5-1-0kg/a、無施用区収量：137kg/a（２回刈）

6:冬キャベツ(金系201) 2003/9/24定植、04/1/6収穫、N-P-K：3-1.8-1.25kg/a、無施用区収量：477kg/a

表２ ソルガム跡地の作土の物理性 表３ ６作作付後の作土の化学性
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ｐＨ ＥＣ 塩素
ａ） 水分 全窒素 全リン酸 全加里 全炭素

(H2O) （mS/cm) mg/1000g （％） （％） （％） （％） （％）

牛ふん堆肥 7.5 6.38 11,840 55.9 2.48 3.63 5.84 29.5 12

バーク堆肥 7.5 1.404 2,765 60.7 1.82 1.87 1.11 36.5 20 袋詰品

好塩微生物発酵堆肥 7.4 6.07 3,687 54.6 1.36 3.03 2.78 26.8 20
ａ）：水溶性塩素イオン濃度

資材名 ＣＮ比

バラ積み品、堆積後使用

袋詰品、ロットによる品質変動大

備考

０２年 ０３年 ０２年 ０３年
牛ふん堆肥２ｔ区 74.3 69.2 30.7 21.6
牛ふん堆肥４ｔ区 73.1 69.4 27.7 21.5
ﾊﾞｰｸ堆肥２ｔ区 72.9 70.0 28.4 22.9
ﾊﾞｰｸ堆肥４ｔ区 71.9 68.3 26.7 20.0
好塩堆肥２ｔ区 73.4 68.3 29.3 19.4
好塩堆肥４ｔ区 72.4 69.8 29.3 22.2
堆肥無施用区 70.7 68.4 24.4 18.8
緑肥無作付区 69.6 66.4 18.9 15.0
　注）02年：2002年8月調査、03年：2003年8月調査

　　　採土管採取位置は深さ2～7cm

孔隙率
（100mLあたり％）

pF1.5の気相率
（100mLあたり％）試料名

（mg／乾土1000ｇ） （mg/乾土100g） （meq/乾土100g） K2O Na2O （％）

作付前 1,207 26 43.0 255 356 1.58
牛ふん堆肥２ｔ区 20 78 44.3 168 41 2.33
牛ふん堆肥４ｔ区 17 127 46.0 211 55 2.76
ﾊﾞｰｸ堆肥２ｔ区 16 57 45.2 137 47 2.24
ﾊﾞｰｸ堆肥４ｔ区 13 60 45.5 157 32 2.87
好塩堆肥２ｔ区 13 52 45.0 156 36 2.16
好塩堆肥４ｔ区 12 111 46.0 155 50 2.33
堆肥無施用区 11 27 42.4 121 33 1.74
緑肥無作付区 22 27 42.5 116 44 1.61
無肥料区 28 28 43.7 121 53 1.78
注）作付前は2001/6/8（堆肥施用前）に、その他は2004/1/15に６作付跡地から採土
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